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• ロボット教育は，幅広い学習者を対象に課題発見能
力や自己解決能力の涵養，構成論的な教育に効果的

• 教育実績の定量的評価の確立，人材育成・教育手
法の公開による質の改善プロセスの実現を目指し
て，ロボット教育，人材育成分野の論文を募集

• 将来のロボット研究者やロボット技術のユーザで
もあるロボット活用人材の育成，ロボット教育に
よる社会貢献を目指した論文を採録したい

１．人材育成，社会分野で期待する論文

（１）人材育成分野

＊人材育成・社会分野の論文は，随時，受け付けております
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• ロボットの社会普及を目指したロボットシステムに関す
る研究論文

• 人やロボット間の相互作用や認識，ロボットの社会的振
る舞い，非言語的行動等の知能情報処理や人工知能分野
の新しい概念や理論，その実装といった論文

 ただし，単体のハードウェアに閉じた手法や概念ではなく，ロ
ボットと社会の関わりを意識した研究論文

• 実社会に応用可能なシステムとしての独創性，先進性を
積極的に評価する

• 社会学，心理学，医学等の工学以外の分野との学際的，
横断的，また，構成論的な研究に関する論文も

１．人材育成，社会分野で期待する論文

（２）社会分野



あまり出したくはないのです
が．．．

•再投稿も含めての本分野の
採択率は，５割程度である
–再投稿された論文も元と同じ論文と見なすと

3

何故か？



人材育成分野の査読評価の軸

•下記の内容が十分に説明されているか？
• 問題提起，仮説，提案，学習過程，データ，
考察

•論文の包含内容に，ロボット教育，ロ
ボットによる人材育成としての妥当性が
あるか

•ロボット教育分野，人材育成分野に役立
つ可能性が認められるか

http://www.rsj.or.jp/jrsj/review_policyより引用（一部）



採録されなかった論文の問題点

•そのほとんどが説明不足によるもの
• 分野違いと思われる論文がいくつか

• これは，分野変更を提案
• 新規性に問題が指摘されて採録不可になった
論文はわずか

•説明不足の内容と対応策
• 教育対象，教育内容，教育手法の説明不足
• 考察の不足



人材育成論文に含まれるべき内容

•問題提起，仮説：教育する学習内容や教
育の対象，何をどこまで獲得させたいか

•提案：具体的な実施手順や開発した内容
の説明，論点の指摘

•学習過程，データ：どのような学習活動
が観察されたか，そこから想定される学
習過程，提案内容を支持する事実の提示

•考察：実施した結果から得られた知見，
結果の考察，社会的意義の説明

＊データは，定量的な評価（数値）だけではなく，定性的・主観的な評
価（アンケート，聞き取り調査，教育者側の学び）等も含む



説明不足の問題点（詳細）

• 教育対象の説明不足
• 想定する学習に関連する学習者の知識，経験のレベルを推定でき
るような説明を
• 例えば，学習者の学年の記述だけでは説明不足，学修済みの関連科目
等の情報が欲しい

• 教育内容や教育目標の説明不足
• 学習者が，どのような能力を身につけると考えているのか，論文
著者らの考えを示すこと

• どのような過程を経て身につけると考えているのか
• どのような前提条件(学習者の学修歴)が必要と考えているのか
• ありがちな説明不足は，創造性や課題発見力といった言葉

• かならず，その定義，説明が必要．
• 過去に，これらの言葉の定義を試みた研究が数多く存在する．それら
の論文を適宜引用しつつ，論文著者らの考えを示す．



説明不足の問題点（詳細）

•実施した教育手法の説明不足
•以外と，これも説明が不足することが多い

• 論文著者らが実施したのであるから，具体的に
わかっているはずなのに，説明不足が多い

•何をどうしたのか？どの点に注意して教育
活動を行ったのか，手順，方法等
• 教育対象，教育内容と関連させると良い．例え
ば，何々を教育するために，このような方法を
用いたといった説明がほしい



工学系論文との差異

•論文執筆者の結論を支持する考察の不足
• 考察は，工学系論文では軽く取り扱われがちであ
るが，人材育成分野では，ここが非常に重要
• ここが，工学系論文との差異

•得られた知見を支持する学習者の学習過程や
学習結果を示し，そこから，どのようにデー
タを解釈して結論を導いたのか？を示してほ
しい
• 得られた知見，結論を否定する可能性を全てつぶ
す！！

• 論文執筆者の結論を否定しかねない可能性を「全
て」塞げるような実験手順の設計が重要
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